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野
口
工
業
㈱
は
、
1
9
4
8
年
に

創
業
し
、
70
年
か
ら
中

ち
ゅ
う

厚あ
つ

板い
た（
板
厚

1
〜
24‌

mm
）の
自
動
車
部
品
製
造
を

開
始
し
た
。
そ
の
頃
よ
り
前
社
長
の

野
口
晌

し
ょ
う

司し

氏
（
現
会
長
）
が
自
動

車
関
連
の
取
引
先
を
拡
大
。
大
型
プ

レ
ス
機
を
各
種
導
入
し
、
厚
板
を
中

心
に
扱
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　

代
表
取
締
役
社
長
の
野
口
博
永
氏

は
「
厚
板
を
打
ち
抜
く
に
は
大
型
プ

レ
ス
機
が
必
要
で
、
当
社
に
は
最
大

荷
重
6
0
0
ｔ
の
特
注
品
が
あ
り
ま

す
。
関
東
圏
で
設
備
し
て
い
る
企
業

は
少
な
い
で
し
ょ
う
。
大
手
企
業
も

Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
の
た
め

に
当
社
と
取
引
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
溶
接

や
機
械
加
工
も
行
い
、
試
作
か
ら
量

産
ま
で
対
応
で
き
ま
す
」
と
話
す
。

　

最
も
多
い
分
野
が
、
ト
ラ
ッ
ク
の

ボ
デ
ィ
フ
レ
ー
ム
で
、
次
い
で
車
軸

や
シ
ャ
フ
ト
な
ど
の
駆
動
系
部
品

（
ア
ク
ス
ル
）
だ
。
大
型
発
電
機
部
品
、

特
殊
車
両
部
品
、
ト
ラ
ッ
ク
や
電
車

な
ど
の
シ
ー
ト
部
品
も
手
が
け
る
。

　

同
社
の
特
徴
は
、
多
品
種
小
ロ
ッ

ト
生
産
で
あ
る
。
月
ロ
ッ
ト
10
〜

2
0
0
0
個
程
度
と
幅
広
く
受
注
し
、

毎
月
約
6
0
0
種
、
平
均
月
産
12
万

〜
13
万
個
を
出
荷
す
る
。
製
品
に
よ

野口工業㈱

製造現場で生まれた
製造業向け工程管理システム事例1

トラックなどの自動車部品製造を行う野口工業㈱（神奈川県綾瀬市、野
口博永社長）は、かつて工程管理が原因で製品の品質が低下するなどの
問題を抱えていた。その解決策として、2017年に自社に適した工程管
理システム「D

ダ イ ク

AIQ」を開発。同システムの稼働により、業務の効率化
が図られ、取引先からさらに信頼される企業に成長した。それが評判と
なり、18年に同システムの販売を開始。現在、約30社が導入している。
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従業員数 70名

っ
て
は
、
部
品
を
複
雑
な
形
状
に
加

工
す
る
も
の
も
あ
り
、
そ
の
場
合
は

独
自
の
ノ
ウ
ハ
ウ
で
精
度
を
出
し
、

検
査
工
程
な
ど
に
も
時
間
を
か
け
る
。

工
程
管
理
に

重
大
な
課
題
を
抱
え
る

　

2
0
2
4
年
の
同
社
の
年
商
は
、

12
億
円
超
だ
が
、
野
口
氏
が
入
社
し

た
07
年
は
、
7
億
円
ほ
ど
だ
っ
た
。

　
「
当
時
は
工
程
管
理
が
う
ま
く
で

き
て
お
ら
ず
、
納
期
の
遅
れ
が
発
生

し
て
、
毎
日
1
0
0
点
程
度
の
未
納

品
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
無
理
に

間
に
合
わ
せ
よ
う
と
す
る
と
、
品
質

が
下
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
品
質
ク

レ
ー
ム
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
に

対
応
し
よ
う
と
す
る
と
コ
ス
ト
が
か

AI を
どう取り
入れるか
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部
品
ご
と
に
生
産
性
の
実
績
平
均

値
を
記
憶
し
、
そ
の
生
産
性
に
比
し

て
高
い
か
低
い
か
自
動
的
に
通
知
す

る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
ラ
イ
ン
や
作
業

者
単
位
の
生
産
性
の
見
え
る
化
が
実

現
し
た
。

　

自
動
日
報
作
成
機
能
も
あ
り
、
加

工
予
定
の
部
品
が
完
了
す
る
と
、
生

産
状
況
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
共
有
さ

れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
従
業
員
が
全

体
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
把
握
で
き
る
。

　

ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
・

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
も
情
報
の
配
信

が
可
能
だ
。
顧
客
の
要
望
や
緊
急
追

加
受
注
も
通
知
さ
れ
る
の
で
、
こ
れ

ま
で
の
よ
う
に
営
業
部
門
が
製
造
現

場
と
交
渉
す
る
必
要
は
な
い
と
い
う
。

全
社
に
情
報
共
有
さ
れ
る
こ
と
で
、

適
切
に
案
件
が
振
り
分
け
ら
れ
る
。

工
程
管
理
シ
ス
テ
ム
を

パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
て
販
売

　
「
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｑ
」
が
稼
働
す
る
と
、

生
産
性
と
受
注
額
か
ら
利
益
率
も
即

座
に
わ
か
り
、
採
算
性
の
低
い
仕
事

の
あ
ぶ
り
出
し
に
も
役
立
っ
た
。
不

良
の
外
部
流
出
も
ゼ
ロ
に
な
っ
た
。

　
「
こ
の
デ
ー
タ
を
示
す
こ
と
で
、

お
客
様
に
値
上
げ
の
お
願
い
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
数
値
で
示

か
り
ま
す
。
つ
ま
り
品
質
・
コ
ス
ト

・
納
期
す
べ
て
に
大
き
な
課
題
が
あ

っ
た
の
で
す
」（
野
口
氏
）

　

当
時
、
野
口
氏
は
工
場
長
と
し
て

現
場
を
仕
切
っ
て
い
た
が
、
稼
働
率

が
悪
く
、
利
益
が
出
に
く
い
状
態
だ

っ
た
。
そ
の
原
因
を
分
析
し
た
結
果
、

生
産
計
画
に
問
題
が
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
、
そ
の
解
決
に
は
、
従
業
員
間

の
情
報
共
有
が
不
可
欠
と
考
え
た
。

　

5
Ｓ
は
す
で
に
実
践
し
て
お
り
、

07
年
に
Ｉ
Ｓ
Ｏ 

9
0
0
1
（
品
質
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
国
際
規

格
）
も
取
得
し
て
い
た
。
し
か
し
、

工
程
管
理
は
工
場
内
の
大
き
な
ボ
ー

ド
に
手
書
き
さ
れ
、
受
注
品
種
が
増

え
る
中
で
限
界
を
迎
え
て
い
た
。

　
「
ま
ず
は
こ
の
ボ
ー
ド
を
デ
ジ
タ

ル
化
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。
当
時

は
Ｉ
ｏ
Ｔ
ま
で
は
考
え
ず
、
た
だ
Ｉ

Ｔ
化
す
る
し
か
な
い
と
思
い
ま
し

た
」（
野
口
氏
）

　

そ
こ
で
、
ま
ず
業
務
フ
ロ
ー
を
解

析
し
、
フ
ロ
ー
の
見
え
る
化
を
行
っ

た
。
野
口
氏
は
製
造
や
工
程
管
理
シ

ス
テ
ム
を
勉
強
し
、
外
部
の
専
門
企

業
に
も
協
力
を
仰
い
だ
。
そ
し
て
、

業
務
フ
ロ
ー
を
変
え
る
こ
と
な
く
、

ボ
ー
ド
の
情
報
を
モ
ニ
タ
ー
に
表
示

で
き
る
シ
ス
テ
ム
開
発
に
着
手
し
た
。

　

野
口
氏
は
「
70
〜
80
代
の
社
員
も

い
る
の
で
、
ベ
テ
ラ
ン
た
ち
も
抵
抗

な
く
使
え
る
よ
う
に
ボ
ー
ド
と
同
じ

使
い
勝
手
に
こ
だ
わ
り
ま
し
た
。
現

場
で
入
力
作
業
を
す
る
必
要
が
な
い

よ
う
に
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
も
使
わ

な
い
仕
組
み
に
し
ま
し
た
。
何
し
ろ

現
場
の
従
業
員
は
軍
手
を
二
重
に
は

め
て
い
る
の
で
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
操

作
な
ど
で
き
ま
せ
ん
。
現
場
の
業
務

フ
ロ
ー
は
変
え
ず
に
、
裏
側
の
仕
組

み
だ
け
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
の
で
す
」

と
話
す
。

　

も
と
も
と
野
口
工
業
で
は
、
ト
ヨ

タ
自
動
車
が
考
案
し
た
電
光
表
示
板

「
ア
ン
ド
ン
」
を
採
用
し
て
い
た
。

こ
れ
は
、
呼
び
出
し
ボ
タ
ン
を
押
し

て
次
の
部
品
の
供
給
を
知
ら
せ
た
り
、

作
業
工
程
に
異
常
が
発
生
し
た
場
合

に
ラ
ン
プ
や
ブ
ザ
ー
で
監
督
者
や
従

業
員
に
警
告
す
る
。

　

同
社
で
は
こ
の
「
ア
ン
ド
ン
」
を

シ
ス
テ
ム
に
連
携
さ
せ
、
モ
ニ
タ
ー

画
面
で
も
異
常
が
一
目
で
わ
か
る
よ

う
に
し
た
。
さ
ら
に
「
ア
ン
ド
ン
」

で
部
品
の
供
給
を
指
示
す
る
と
無
人

搬
送
機
に
よ
っ
て
運
ば
れ
た
り
、
設

備
機
械
の
稼
働
状
況
も
モ
ニ
タ
ー
で

確
認
で
き
る
。

　

こ
う
し
た
Ｉ
ｏ
Ｔ
化
を
ベ
ー
ス
に

工
程
管
理
シ
ス
テ
ム
を
開
発
。
要
件

定
義
な
ど
は
野
口
氏
が
手
が
け
、
外

部
事
業
者
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
委
託
し
、

4
カ
月
ほ
ど
で
試
作
版
が
完
成
し
た
。

Ａ
Ｉ
が
納
期
を
予
測
す
る

工
程
管
理
シ
ス
テ
ム
開
発

　

2
0
1
7
年
に
、
工
程
管
理
シ
ス

テ
ム
「
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｑ
」
が
完
成
し
た
。

名
称
は
、「
Ｄ0

ｅ
ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
ｒ
ｙ
（
納

期
）」「
Ａ
Ｉ

0

0

」「
Ｑ0

ｕ
ａ
ｌ
ｉ
ｔ
ｙ

（
品
質
）」
の
頭
文
字
で
あ
る
（
図
）。

　

そ
の
特
長
は
、
受
注
デ
ー
タ
を
Ａ

Ｉ
が
納
期
順
に
適
正
な
ラ
イ
ン
へ
自

動
振
り
分
け
す
る
こ
と
。
さ
ら
に
、

完
成
予
測
時
間
を
1
分
ご
と
に
計
算

し
て
表
示
す
る
た
め
、
納
期
に
間
に

合
う
か
ど
う
か
一
目
で
わ
か
る
。
こ

の
Ａ
Ｉ
の
自
動
学
習
機
能
は
、
デ
ー

タ
が
蓄
積
さ
れ
る
ほ
ど
生
産
計
画
が

正
確
に
な
る
仕
組
み
だ
。

　

基
本
的
に
は
「
設
備
の
稼
働
状

況
」「
部
品
要
求
」「
異
常
に
よ
る
監

督
者
呼
び
出
し
」「
部
品
の
異
常
（
ピ

ッ
キ
ン
グ
ミ
ス
な
ど
）」
と
い
う
四

つ
の
デ
ー
タ
を
Ａ
Ｉ
が
ラ
イ
ン
か
ら

収
集
・
分
析
し
、
新
し
い
受
注
が
入

る
と
、
加
工
時
間
を
予
測
し
、
稼
働

状
況
に
合
わ
せ
て
適
正
な
ラ
イ
ン
へ

自
動
的
に
振
り
分
け
る
。
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Ｑ
』
は
ベ
テ
ラ
ン
の
工
場
長
が
経
験

値
の
中
で
実
行
し
て
き
た
調
整
や
予

防
、
警
告
な
ど
を
代
わ
り
に
行
い
ま

す
」
と
語
る
。

　

19
年
に
は
、「
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｑ
」
の
開

発
・
販
売
を
行
う
N
K
シ
ス
テ
ム
㈱

を
社
内
ベ
ン
チ
ャ
ー
と
し
て
設
立
し

た
。「
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｑ
」
は
、
中
小
規
模

の
製
造
業
向
け
に
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
さ

れ
、
既
存
の
シ
ス
テ
ム
と
連
携
す
る

こ
と
も
可
能
で
、
よ
り
導
入
し
や
す

く
な
っ
た
。
現
在
、
約
30
社
が
利
用

し
て
い
る
。

　

野
口
工
業
で
は
「
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｑ
」
に

よ
っ
て
生
産
性
が
上
が
る
と
、
新
規

受
注
が
増
え
た
と
い
う
。
20
年
か
ら

は
ト
ラ
ッ
ク
や
電
車
な
ど
の
シ
ー
ト

向
け
部
品
も
手
が
け
る
よ
う
に
な
っ

た
。
と
こ
ろ
が
、
シ
ー
ト
部
品
は
手

間
が
か
か
る
割
に
は
単
価
が
安
い
。

　

そ
こ
で
、
さ
ら
に
生
産
性
を
上
げ

る
た
め
、
21
年
に
多
軸
ロ
ボ
ッ
ト
に

よ
る
自
動
溶
接
ラ
イ
ン
を
設
計
、
導

入
し
た
。
こ
れ
は
左
右
2
台
の
溶
接

ラ
イ
ン
を
1
人
の
担
当
者
が
管
理
す

る
仕
組
み
だ
。
加
工
対
象
を
置
く
テ

ー
ブ
ル
は
3
6
0
度
回
転
し
、
全
自

動
で
溶
接
が
可
能
で
、
そ
の
生
産
性

は
、
既
存
の
ロ
ボ
ッ
ト
ラ
イ
ン
よ
り

も
2
〜
3
倍
に
上
が
っ
た
。
こ
の
多

軸
ロ
ボ
ッ
ト
も
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｑ
で
管
理
す

る
。
ラ
イ
ン
に
設
置
さ
れ
た
パ
ト
ラ

イ
ト
の
ラ
ン
プ
の
色
を
カ
メ
ラ
が
読

み
取
り
、
情
報
を
取
得
す
る
。

　

野
口
氏
は
こ
こ
ま
で
成
功
で
き
た

の
は
「
会
長
が
進
め
た
5
Ｓ
と
Ｉ
Ｓ

Ｏ 

9
0
0
1
が
あ
っ
た
か
ら
」
だ

と
考
え
る
。
両
者
に
よ
っ
て
管
理
レ

ベ
ル
が
上
が
り
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
化
も
進
め

や
す
く
な
っ
た
。「
情
報
共
有
を
ボ

ー
ド
か
ら
モ
ニ
タ
ー
に
変
え
た
と
き

に
、
一
部
の
社
員
が
反
発
し
て
、
退

職
者
も
出
ま
し
た
が
、
結
局
、
戻
っ

て
き
て
く
れ
ま
し
た
。
従
業
員
に
業

務
改
善
を
説
得
す
る
に
は
、
注
文
や

顧
客
が
増
え
る
な
ど
の
成
果
を
示
す

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ま
で
は
、

あ
き
ら
め
ず
に
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
進
め
る

こ
と
が
重
要
で
す
」（
野
口
氏
）

　

I
T
導
入
や
D
X
推
進
に
つ
い
て

野
口
氏
は
「
役
に
立
つ
ツ
ー
ル
は
必

ず
あ
り
、
そ
れ
を
使
え
ば
確
実
に
成

果
が
出
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
情
報
を

多
く
持
っ
た
者
が
勝
つ
の
で
し
ょ
う
。

今
後
は
、
五
つ
の
事
業
（
ト
ラ
ッ
ク
、

発
電
機
、
特
殊
車
両
、
シ
ー
ト
、
シ

ス
テ
ム
）
を
柱
と
し
て
業
績
を
伸
ば

し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
語
る
。

��

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
　
吉
村
克
己

品
質
を
向
上
さ
せ
た
上
で
「
Ｄ
Ａ
Ｉ

Ｑ
」
の
販
売
を
始
め
た
。

　

野
口
氏
は
「
当
社
が
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ａ

Ｉ
活
用
で
表
彰
を
受
け
た
り
、
メ
デ

ィ
ア
に
登
場
す
る
こ
と
で
、
数
百
社

が
見
学
に
訪
れ
、『
自
社
で
も
同
じ

よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
い
』

『
支
援
し
て
ほ
し
い
』
と
い
う
声
が

意
外
に
多
く
て
、『
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｑ
』
の

販
売
を
決
意
し
ま
し
た
。『
Ｄ
Ａ
Ｉ

せ
る
の
で
お
客
様
も
承
諾
し
や
す
く

な
っ
た
の
で
し
ょ
う
」（
野
口
氏
）

　

こ
の
成
果
を
知
っ
た
行
政
は
、
野

口
工
業
に
見
学
に
訪
れ
た
。
そ
の
後
、

「
神
奈
川
県
優
良
工
場
表
彰
」
や
経

済
産
業
省
「
地
域
未
来
牽け

ん

引い
ん

企
業
」

な
ど
に
選
定
さ
れ
、
メ
デ
ィ
ア
で
も

紹
介
さ
れ
る
と
、
次
第
に
同
社
へ
の

見
学
者
が
増
え
て
い
っ
た
。

　

2
0
1
8
年
に
は
、
生
産
効
率
や

得
意
先

仕
入
先
・
外
注
先工程管理

• 生産管理表
• 生産入力
• 負荷予測 等

生産管理

手
配
確
定
処
理

生
産
計
画

資
材
所
要
量
計
算

販売管理 購買管理

発注・支給管理

入荷管理

仕入管理

支払・買掛管理

在庫管理
在庫管理 在庫評価

外部システムとの連携
（会計・顧客管理・勤怠管理・
人事管理・給与管理 等）

確定受注確定受注
内示情報内示情報

受注書受注書
支給品支給品

請求書請求書
支払通知支払通知

納品書納品書

受注受注
情報情報

資材資材
手配手配

受入受入

請求書請求書

検収検収
通知書通知書

•	EDI（電子データ交換）機能
•	EDI機能
•	自動発注機能

DAIQ

野口工業

大型プレス機が並ぶ工場

請求・売掛管理

受注管理

出荷管理

売上管理

「DAIQ」の生産管理表


